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学習指導要領の改善

国の変化、社会の変化、子どもの変化

によって、ほぼ10年ごとに改善。

学習指導要領の改善によって、これに「対応」
して、学習指導要録、教科書が作成され、カリ
キュラムが、つまり、教育の内容と方法が変わる。

変化の「主体」になることができないか？



変化の主体になるために
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